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 「スラブ・ユ－ラシア美術の日本における受容史について」と題とした本研

究では、ロシアの画家ワシーリー・ヴェレシチャーギン（1842-1904）の日本に

おける受容に焦点を当てた。というのも、ヴェレシチャーギンは 1903（明治 36）

年に日本に滞在し、日光東照宮を描くなどしたが、翌年、日露戦争でロシア艦

隊の旗艦に乗船して戦死するという劇的な運命から、その来日時の活動や交流

についての研究が進んでいる1。ところが、日本におけるヴェレシチャーギンの

受容、とりわけ、出版物における彼の芸術に対する言及については、これまで

十分に顧みられてはいない。 

 1904-1905（明治 37-38）年の日露戦争から大正時代にかけて平和主義者として

トルストイの人気が日本で高まると共に、その肖像画を描いた画家イリヤ・レ

ーピン（1833-1930）がロシア絵画の代表的な画家として注目される一方で2、死

亡時には戦争の悲惨さを批判的に描いた平和主義の画家として認知されていた3

ヴェレシチャーギンの芸術に対する日本でのその後の評価はきわめて低く、大

正時代末には言及そのものがほとんど無くなることに着目し、本研究ではその

背景を探った。 

 ヴェレシチャーギンが日本で交流した画家は、日本の洋画の創始者のひとり

高橋由一に師事した五百城文哉（1863-1906）であり、ヴェレシチャーギンの死

を受けて、「戰の罪」という反戦詩を雑誌『天鼓』に寄せ、ヴェレシチャーギ

ンの代表作《戦争の結末》（1871年、国立トレチャコフ美術館）を想起させる
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挿絵を描いたのは、五百城の内弟子、小杉未醒（1888-1964）であることは知ら

れている4。しかし、1913（大正 2）年から翌年にかけてヨーロッパに滞在し、

帰国後はフランス人画家ピュヴィス・ド・シャバンヌ風の絵を描くようになる

小杉は、ヴェレシチャーギンに対する態度を一変させ、「むしろ戰爭の謳歌者」

とさえ評している5。さらに、1907（明治 40）年に小杉や森田恒友と雑誌『方寸』

を創刊していた石井伯亭（1882-1958）と山本鼎（1882-1946）のヴェレシチャー

ギン批評も辛辣である6。石井がヴェレシチャーギンの作品を実見したのは、ヨ

ーロッパ滞在の帰路、1912年のモスクワでのことであり、山本もフランスから

の帰路、1916年のモスクワでのことである。つまり、これらの日本人画家のヴ

ェレシチャーギンに対する見方は、彼ら自身のフランス体験によって大きく左

右されたと考えられる。とりわけ、『露西亞評論』に寄稿し、1925年に設立さ

れた日露芸術協会発起人であった山本の否定的評価の影響は小さくなかったと

推測する。 

 これについては、稿を改めてアルス・ウナ芸術学会の『アルス・ウナ芸術論

集』第 3号（2014年刊行予定）にて論じる予定であり、本研究の機会を与えて

いただいた北海道大学スラブ研究センターには心から感謝申し上げる。 
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